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要  旨 

 

 

 

 

 

筆者は 2019 年 1 月から 2022 年 5 月まで明治国際医療大学と包括的学術協定を締結して

いるポルトガルの各施設への海外業務を兼ねた留学研修を行った． 

第 1報では主に，ポルトガル医師電気鍼協会，ポルトガル統合医療連盟，ツチヤ・ペイン・

クリニック，などにおける国際学術交流について報告したが，本報では主に，Sport Lisboa 

e BenficaおよびEscola Superior de Saúde Ribeiro Sanches，などにおける国際学術交流

について報告する．
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Ⅰ．はじめに 

筆者は第 1 報 1）で報告したように，2019 年から

2022 年までの期間において，明治国際医療大学との

包括的国際学術協定に基づき，ポルトガルの各関係

機関において海外業務を含む留学研修を実施させて

頂いた．本留学研修中には，コロナウイルスの世界

的パンデミックやロシアとウクライナの戦争など，

非常に大きな事象が起こったが，このような不測の

事態においても，物事に冷静に対処していく精神力

が養われたことなど，筆者の留学研修はさらに意義

深いものとなったように感じている． 

本報では主として，Sport Lisboa e Benfica（ス

ポーツ・リスボア・エ・ベンフィカ）および Escola 

Superior de Saúde Ribeiro Sanches(ERISA 大学，

ルゾフナ・グループ)，などにおける国際学術交流の

成果とその実際について報告する． 

 

Ⅱ．ポルトガルにおける主な留学研修

機関とその招聘状 

 

以下に，ポルトガルにおける主な留学研修機関と

その職位および招聘状について記載する． 

1）Sport Lisboa e Benfica：招聘教授 

スポーツ・リスボア・エ・ベンフィカには，鍼医
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学の研究や留学研修を目的に出向することとなり，

当該施設から招聘状が発出された． 

 

2）ERISA（エリーザ)：教授および健康科学と技術の

研究委員会委員(Nucleus of Research in Health 

Sciences and Technologies) 

ERISA からは，日本鍼灸の教育や研究活動を行う

とともに，ERISA の研究ユニットである「健康科学と

技術の研究委員会」において ERISA と明治国際医療

大学の学術協定に基づいた協力を求められ,学内調

整を経て招聘された.ERISA からは本学の対応に最

大の感謝を頂いた． 

 

Ⅲ-1．留学研修機関の概略 

 

本留学研修における活動には，「国際学術交流・国 

際活動・国際協力」などが含まれる 1）が, これらの活

動の拠点となった Sport Lisboa e Benficaと ERISA

の概要は次のとおりである． 

1）Sport Lisboa e Benficaは，あらゆるスポーツ選

手を育成，教育する巨大スポーツ組織であり，特に世

界的有名なのはプロサッカーチームである(図 1)． 

 

 

 

 

サッカー以外にも多くのスポーツにおいて，オリン

ピックのメダリストをはじめ，世界チャンピオン，ヨ

ーロッパ・チャンピオン，ポルトガル・チャンピオン，

などが所属している． 

ポルトガルではサッカーは国民的スポーツであり，

聞いたところでは，大小合わせて 400ほどのクラブチ

ームがあると言われており，その頂点に位置するのが

このベンフィカである． 

Clinica Benfica（クリニカ・ベンフィカ，図 2)は

ベンフィカ・スタジアム内にあるクリニックで,当該

スタジアムは約 6万 5千人を収容できる(図 1)．  

 

 

 

 

Sport Lisboa e Benficaのチームカラーは赤であ

り，雌のワシであるヴィクトリアがベンフィカの象徴

である． 

なお，当該クリニックはコロナのパンデミックによ

り閉鎖され，筆者のポルトガル在留時にはコロナ以前

のような通常業務が再開されるには至らなかった． 

 

2）ERISAはリスボンにある高等教育機関である(図 3，

4)．ERISAが所属するルゾフナ・グループは超巨大組

織である．グループ全体では約 25,000 人の学生が在

籍しており，ポルトガルの人口は約 1,037万人である

ことを考慮すると，ポルトガルにおける最大の私立学

校組織といえる．ルゾフナ・グループには ERISAやル

ゾフナ大学，その他の大学や学校などが種々ある． 

ルゾフナ・グループは理学療法などの医療系大学だ

けでなく，工学，法学，教育学，情報学，事務・経営

学，ビジネス，獣医学，などの学校や大学院なども有

する．この他にも，前述のような高等教育機関だけで

図 1 ベンフィカ・スタジアム 

図 2 クリニカ・ベンフィカ 

78 

 



 

なく，幼稚園や小学校，病院やクリニックなども持っ

ている．  

 

 

 

 

 

 

 

前述したように，ERISAはルゾフナ・グループのメ

ンバーであるが，近年，そのグループとしての結びつ

きを強調するようになった．ルゾフナ・グループにお

いて協力可能な施設は，互いに協力する体制が構築さ

れている．ERISAには鍼学・実験生物医学・薬学・看

護学・医用画像および放射線療法学・オステオパシー

学などの学部がある.また，生物分析と制御・老年学・

法医学および刑事研究・家族とコミュニティサービ

ス・栄養補助食品とオーガニック食品などの高等専門

学科があり，日本に当てはめると，大学と専門学校の

両方のコースを持っている学校と考えられる．  

ERISA の名前の由来になった人物は，Dr.António 

Nunes Ribeiro Sanches であり，生没年は 1699 年-

1783 年である．彼はマルチな才能を持ったポルトガ

ル人であり，ヨーロッパ各地で研鑽を積んだ人物とい

われている．また，ポルトガルの医師，哲学者，教育

学者，歴史家であった偉大な知識人とされている． 

 

Ⅲ-2．各留学研修機関における国際

学術活動の実際 

 

1）Sport Lisboa e Benficaにおける Clinica Benfica

での活動 

当該クリニックでは，筆者には鍼のスペシャリスト

としての治療や意見が求められた.スポーツ外傷に対

する鍼治療では理学療法士やスポーツドクターと協

力しながら行うことが基本であり，稀に鍼単独での治

療となることがあった．理学療法士のスタッフは多く

いたが，鍼の専門家は筆者 1人であった．当該クリニ

ックのスタッフからは「ベンフィカ・イズ・No.1だ．

それを忘れるな．」と常に声をかけられたことがとて

も印象的であった．  

治療にあたっては，理学療法で治らない，あるいは

治りにくいといった患者，もしくは理学療法において

あともう少しというところで効果が十分にでない，と

いう患者を優先して鍼を行うという方針であった． 

これはその他の患者を治療しないということではな

く，もし，そのような患者がいれば，優先的に治療す

るという意味である． 

当該クリニックにおいて筆者は，電気を使った鍼治

療（鍼通電療法）はほとんど行わなかった．当該クリ

ニックの患者（選手）は，鍼通電療法に慣れておらず，

かつ，初めて鍼治療を受けるものが多いことがその理

由である．つまり，過剰刺激を避けるためである．そ

のため，主として，電気を使用しない鍼治療に加えて，

ポットパック/アイシングの同時刺激法または交換刺

激法 1)などを用いて治療を行った. ちなみに,同時刺

激法とは，鍼の補助療法としてホットパックとアイシ

ングの刺激を同時に行う治療法であり，交換刺激法は

ホットパックとアイシングの刺激を一定時間で入れ

替える治療法である 1）． 

筆者が当該クリニックに出向した当初,理学療法主

任から，「とにかく選手を治してくれ.」と言われた．

図 3 ERISA 

図 4 ERISA 
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治療が進むにつれて，選手のケガの状態や治療法，注

意点，試合や練習を休ませた方がいいのか否か，など

の相談を絶えず受けることとなった．  

鍼治療の依頼としては，理学療法だけでは痛みが止

まらないため，選手の試合出場のために急遽痛みを止

めてくれというものもあった． 

筆者が理学療法主任から選手のケガの状態につい

て説明を求められた時，MRI または CT を撮影した方

がよいとアドバイスすると，実際にそれらの検査が行

われ，その結果，筆者が指摘した箇所に異常が認めら

れることもあり，非常に慎重なアドバイスが必要であ

ると感じた．なお，ベテランの理学療法士だけでなく，

時には新人の理学療法士と協力して治療を行うこと

があり，筆者にとって非常によい経験となった． 

治療対象選手はサッカーや柔道，バレーボール，フ

ットサル，陸上競技，ビリヤード，ローラーホッケー，

器械体操，クラシックバレーの選手など，多種多様で

あったが，多くの症例において理学療法士とのコラボ

レーション治療を行なった． 

コラボレーション治療では，鍼治療後に理学療法を

行ってもよいか否かを理学療法士が常に筆者に確認

するため，筆者は特に炎症が強くない限りは理学療法

を行うことは全く問題がなく，鍼治療と理学療法の相

乗効果によって治療効果が高まると答えるようにし

た．実際にこれまでのところ，悪化症例については報

告されていない．なお，筆者は鍼治療前後において必

ず，理学療法士とともに治療効果の確認を行った．  

筆者は，ポルトガルのクリニカ・ツチヤ 1）で研修を

受けた後に，クリニカ・ベンフィカに出向したことが

大変有意義であったと感じている．文化や環境，人種，

クリニックの人員構成の相違，主訴や主訴の訴え方の

相違(言語や表現の違い)など，日本とは異なる状況下

で治療を行う必要があることを，本臨床経験を通じて

理解していたことが，円滑な治療に役立ったと考えて

いる．また，筆者自身がポルトガルでは外国人である

ということを忘れずに治療にあたることを絶えず意

識していたが，これにより，コミュニケーションの齟

齬を回避することができたと考えている． 

 

2）ERISAでの活動 

筆者は ERISAにおいて，鍼医学の専門家としての観

点からの意見や活動を求められた．筆者は ERISA の

「健康科学と技術の研究委員会  (Nucleus of 

Research in Health Sciences and Technologies)」

のメンバーでもあり，随時，科学的研究や鍼医学の専

門家としてのアドバイスなどを学生をはじめ，ERISA

の教員にも行った．また，ルゾフナ大学スポーツ科学

大学院博士課程の学生に対し，鍼に関するスポーツ科

学の研究指導を依頼されたこともあった． 

次に，ERISAでの筆者の具体的活動について記載す

る． 

 

1.特別講演会での講演 

ERISAにて特別講演会が開催され，当該講演会のた

めにポルトガル医師会よりリュウマチ科の最高顧問

であり，線維筋痛症の専門家でもある医師が派遣され

た．また，ERISAのパウロ・サルゲント学長やモニカ・

テキセイラ副学長なども参加された．当該講演会は

ERISA学生，医師，リスボン新大学医学部学生などを

対象にした講演会であり，ポルトガル医師電気鍼協会

およびポルトガル統合医療連盟，ERISA，ポルトガル

医師会共催の講演会でもあった.筆者は「筋骨格系の

痛みおよび線維筋痛症に対する鍼治療と日本鍼灸の

紹介」のタイトルにて，「明治国際医療大学および日

本鍼灸の紹介」，「筋骨格系の痛みと線維筋痛症に対す

る鍼治療」などについての講演を行った(図 5)． 

 

 

 

 

図 5 ERISA での特別講演会 

80 

 



 

2.看護学国際シンポジウム 

看護学国際シンポジウムが ERISAおよびルゾフナ・

グループ主催で開催された． 

ERISA の看護学部長から当該シンポジウムにおいて，

「痛みの治療に対する鍼医学独自の観点と方論」につ

いての講演を依頼された．西洋医学の薬物療法や心理

学的視点からの講演は別の専門家が行うとのことで

あった． 

筆者の講演では，本学名誉学長である矢野忠 先生

からアドバイスを頂き，「鍼医学の非常に重要な特徴

は自然治癒力を賦活する点にある.」ということを強

調した.また，その自然治癒力を効果的に引き出すの

が，鍼医学において経絡経穴系とよばれる経穴（ツボ）

のシステムであるという主旨の講演を行なった(図 6)． 

 

 

 

 

3.聖ジョアン・デ・デウス病院（ルゾフナ・グループ）

への出向 

当該病院は，内科，神経内科，呼吸器科，内分泌科，

心臓病科，脈管科，外科，整形外科，スポーツ科，形

成外科，眼科，皮膚科，小児科，精神神経科，足科，

歯科，などがある総合病院である． 

ERISA のモニカ副学長から「前立腺癌 化学療法後

の排尿困難に対する鍼治療の方法」を当該病院にて教

えて欲しいとの依頼を受けて出向した．筆者の出向は，

ERISA 教員が当該病院にて鍼治療を行なっているこ

とが関係していた． 

 

4.鍼と中国医学の世界大会(WCATCM）での講演 

ポルトガルのエストリルで行われた「鍼と中国医学

の世界大会」での講演をモニカ副学長に依頼され，

ERISA(ルゾフナ・グループ)を代表して講演を行った． 

当該世界大会には，ポルトガル，スペイン，フランス，

ドイツ，イギリス，米国，中国，キューバ，台湾，ブ

ラジル，ガボン共和国，オーストラリア，など様々な

国から講演者が招待されていた．図 7は学会場の写真

である．当該世界大会はいくつもの会場に分かれてい

たが，筆者の講演はメイン会場で行われた． 

 

 

 

 

筆者は「Acupuncture in the Ophthalmology Field 

and Its Possibilities-Especially Visual Acuity 

and Eye Fatigue-(眼の領域における鍼治療とその可

能性-特に視力と眼精疲労-）」のタイトルにて講演を

行った．当該講演では，筆者は日本の明治国際医療大

学から派遣されていること，日本鍼灸についての紹介，

および眼の領域に対する鍼治療の可能性などについ

て発表した． 

 

5.ERISAでの授業 

対面および遠隔授業を含む全ての授業は，主として，

筆者とモニカ副学長および授業の単位認定者の 1 人

であるエミディオ氏（専門は伝統中国医学）との協議

の上，実施された．授業対象は ERISA鍼学部の学生で

あった.  

① 1年生に対する対面授業として「日本式の鍼医学

における脈診と腹診」のタイトルにて講義と実技

が行われた（図 8）．教員や参加学生からは，「日

図 6 「痛みの治療に対する鍼医学独自の観点と方法論」の講演 

図 7 WCATCM 世界大会会場 
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本式のものは中国のものとは，また違って大変興

味深い.日本式のやり方はとても分かりやすい．」

との意見を頂いた．モニカ副学長からは授業の御

礼を含め「全てのコラボレーションに対して，明

治国際医療大学に感謝する．」との謝辞を頂いた． 

 

 

 

 

② 2年生に対する 2時間の遠隔講義が「眼に関する

鍼灸診察とその治療-特に眼精疲労と視力につい

て-」のタイトルにて行われた．教員や学生から

は「難しくなく，シンプルで分かりやすかった．

本当に役に立つ授業だった．」との意見を頂いた． 

③ 2年生に対する 2時間の遠隔講義が「日本とポル

トガルにおける鍼の専門家としての経験」および

「スポーツ外傷に対する鍼治療：2症例に対する

考察」のタイトルにて行われた． 

④ 3 年生に対する 5 時間の遠隔講義が行われた． 

本授業はエミディオ氏と共同で行われた．最初に

エミディオ氏が東洋医学における「虚」について

講義し，その後，筆者が「Deficiency Case of Ear 

Problem in Acupuncture-Excess Pattern-(耳の

症状における虚の症例と鍼)」および「Deficiency 

Case of Nose Problem in Acupuncture-Excess 

Pattern-(鼻の症状における虚の症例と鍼)」の講

義を行った．参加学生数は 70名であった． 

⑤ 東洋医学に関する 5 時間の共同遠隔講義が行わ

れた．エミディオ氏が東洋医学における月経困難

症の 1症例「虚」について講義し，その後，筆者

が「Case of Acupuncture-Deficiency Pattern-

(虚の 4症例と鍼)について講義を行った．当該講

義では耳鳴や鼻炎などに対する鍼治療ついて教

示した．教員や学生からは「大変興味深い症例（授

業）であり，より多くの症例を提示して欲しい．」

との意見を頂いた．参加学生数は 48名であった． 

⑥ 東洋医学に関する 5 時間の共同遠隔講義が行わ

れた.エミディオ氏が東洋医学における全般的な

「実」について講義し，その後，筆者が「Case of 

Acupuncture-Excess Pattern-(実の症例と鍼)」

について講義を行った（図 9）．症例は突発性難聴

の鍼治療ついて教示した．参加学生数は 81 名で

あった．本授業では，英語をあまり理解しない学

生が多く参加しており，エミディオ氏が筆者の英

語をポルトガル語に訳しながらの講義であった． 

 

 

 

 

⑦ 共同対面講義が行われ，筆者が「 Specific 

Effective Point Treatment in Acupuncture for 

the Eyes-Especially Eye Fatigue and Vision- 

and Theory of Correspondence of Eye Areas to 

Organs（眼の特効穴鍼治療-特に眼精疲労と視力

-）および五輪の説について」のタイトルにて講

義を行い，次に，エミディオ氏が全般的な伝統中

国医学における脈診の講義および実技を行った．

参加学生数は 12 名であった．エミディオ氏から

は「素晴らしい授業に感謝する．」との謝辞を頂

いた． 

⑧ 3年生に対する対面授業として「Japanese Style 

Abdominal Diagnosis and Japanese Style One 

図 8 ERISA での実習（脈診） 

図 9 ERISA での遠隔講義 
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Hand Intubation Technique（日本式の腹診と片

手挿管法）」の講義と実技が行われた（図 10）．

参加学生数は 16 名であった．学生からは「これ

までは，腹診についてはよく知らなかったので，

とても興味深い授業だった．」との感想が聞かれ

た． 

 

 

 

 

⑨ 3 年生に対する対面講義として「 Filiform 

Acupuncture Needle and Spoon Acupuncture 

Needle (Teishin) in Japanese Style：日本式の

毫鍼と鍉鍼による治療」が行われた．参加学生数

は 12名であった．モニカ副学長からは，「ポルト

ガルおよび ERISA における鍼の発展に御協力を

頂き，感謝する．これからも是非，継続して協力

して欲しい．」との謝辞を頂いた． 

 

Ⅲ-3．日本への帰国後に行った ERISA

などの教員に対する「鍼の専門職学位

授与審査会」 

 

以下に，ERISAなどの教員に対する「鍼の専門職学

位授与審査会」について記載する． 

2023年にモニカ副学長から，「公的な鍼の専門職学

位授与における学位審査に御協力を御願いしたい．」

との連絡を受け，その後，IPLUSO（ルゾフナ・グルー

プ）から学位審査会での審査に関する連絡があった． 

これにより，筆者は学位審査会の審査委員に就任し，

ERISAなどの教員を含む 9名の教員に対する鍼の専門

職学位授与の審査を行った．本活動は国際学術交流と

いう意味において，非常に重要な意義をもつと考えら

れた．モニカ副学長によると，専門職学位を持たない

場合，ERISAのような高等教育機関において，教員と

して鍼を学生に教えることができなくなるとのこと

であった． 

筆者は明治国際医療大学に勤務のため，リスボンで

行われる学位審査会にはオンラインでの参加となっ

た．学位審査会は 6 月の 4 日間に計 27 時間にわたっ

て行われた．夏季はポルトガルと日本の時差は 8時間

であり，学位審査会は現地時間の午後 1時（日本時間

の午後 9時）から行われることが多かった．1回の学

位審査会では 2〜3 人の学位申請者の審査が行われ，

6〜7 時間が費やされることが多かった．学位審査に

先立って，学位申請者の学歴，職歴，学位論文などが

送付されてきた． 

学位審査会では，各学位申請者による自身の学歴お

よび職歴に関する発表とその内容に関する質疑応答

が行われ，次に，学位論文の発表とその内容に関する

質疑応答が行われた．その後，学位審査委員による学

位授与の合否に関する合議が行われた．なお，学位審

査会は審査委員長 1 名，審査委員 5 名で構成された． 

これらの審査を誠実に遂行したことにより，ERISA

のパウロ学長とモニカ副学長から「明治国際医療大学

のとても親切な御対応と御協力に心から感謝する．」

との謝辞を頂いた． 

 

Ⅳ．考察 

 

クリニカ・ベンフィカでは，スポーツドクターだけ

でなく，主として，理学療法士と協力して治療にあた

ることが多く，お互いがその長所を生かして治療する

ことが相乗効果を生んだと感じている．お互いを尊重

しながら，時には考え方や知識，経験などを冷静に照

らし合わせてみて治療を行うことが有効であったと

考えている．そのような意味において，お互いを尊重

しながら，医師や理学療法士，看護師，その他の医療

従事者と協力することが，鍼医学を含めて互いの長所

を最大限に生かすことにつながるのではないかと考

図 10 実技(腹診・刺鍼)のデモンストレーション 
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えている． 

第 1 報 1）でも指摘したことであるが，筆者の留学

研修経験から，日本とは環境が異なる外国において鍼

医学や西洋医学を学び，かつ，患者の治療や学生など

に講義や実技を行うことにより，日本を外国との関係

において相対的にみることや，患者のバックグラウン

ドを踏まえた上でのより効果的な治療を行うことが

可能となるように感じられた．これらは，教育者，研

究者（科学者），臨床家，国際学術交流の実践者とし

てのアイデンティティの確立やこれらの活動に必要

な自我の強化にも有用であると考えている． 

また，筆者は「国際学術交流」そのものが，鍼灸だ

けでなく他学部においても重要な学術，学問領域にな

り得ると考えている．このことも含めて，海外留学研

修で得た経験や実践的知識などを十分に活用し，かつ，

これまでに本学で学ばせて頂いたことも併せて，その

知見を整理・応用・発展させることにより，日本での

活動に軸足を置きながら，世界的視野をもち，教育・

実践的研究・臨床・国際学術交流の進展，などに寄与

していきたいと考えている． 

 

Ⅴ．結語 

 

筆者は 2019 年 1 月から 2022 年 5 月まで，明治国

際医療大学と包括的学術協定を締結しているポルト

ガルの各施設において業務を含む留学研修を行った． 

ポルトガル医師電気鍼協会，ポルトガル統合医療連

盟，Clinica Tsuchiya，Sport Lisboa e Benfica，

ERISA（ルゾフナ・グループ)などにおいて国際学術交

流活動を行ったが，本報では主に，Sport Lisboa e 

Benficaおよび ERISAでの国際学術交流について報告

した． 
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おります谷口和彦理事長，勝見泰和学長，矢野忠名誉

学長，川喜田健司特任教授，本学教職員の皆様に深く

感謝を申し上げます． 

また，ポルトガルの土屋光春教授，ジョアン・アル

メイダ教授，ジョアン・カスカイス教授，故マーチン・

ピシコ教授，パウロ・サルゲント学長，モニカ・テキ
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-Focusing on Acupuncture Medicine- 
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3）Clinica Tsuchiya (Portugal), 4）A.P.A.E.Medical Doctors Group(Portuguese Medical 

Electroacupuncture Association), 5）Federação Portuguesa de Medicina Integrativa 

(Portuguese Federation of Integrative Medicine), 6）Sport Lisboa e Benfica, 

7）Escola Superior de Saúde Ribeiro Sanches (ERISA University, Lusófona Group) 

 

Abstract 

From January 2019 to May 2022, the author conducted study abroad training with work at various 

facilities in Portugal that have concluded comprehensive academic agreements with Meiji University 

of Integrative Medicine. 

Whereas the 1st report focused on the international academic exchange activities regarding 

A.P.A.E. Group of Doctors, Federação Portuguesa de Medicina Integrativa and Clinica Tsuchiya, this 

2nd report focuses on activities regarding Sport Lisboa e Benfica and Escola Superior de Saúde 

Ribeiro Sanches. 

 

 

 

85 

 


